
会員園ご紹介 
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栄
光
八
事
幼
稚
園 

パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
と
遊
ぼ
う 

六
月
十
九
日
（
水
）
ド
ラ
ム
＆
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
講
師
の
ノ
ブ
先
生
を
お
招
き
し
、
『
パ
ー
カ
ッ

シ
ョ
ン
』を
体
験
し
ま
し
た
。 

ま
ず
は
、
様
々
な
楽
器
の
紹
介
と
叩
き
方

を
教
え
て
頂
き
、
そ
の
後
、
直
に
触
れ
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。  

 

「
ス
プ
リ
ン
グ
ド
ラ
ム
」
「
ビ
ブ
ラ
ス
ラ
ッ
プ
」

「カ
ウ
ン
ド
ホ
ー
ス
」等
々
、
普
段
で
は
見
ら
れ

な
い
楽
器
が
ず
ら
り
、
さ
て
、
ど
ん
な
音
が
す

る
か
な
？
耳
を
澄
ま
せ
て
み
ま
し
ょ
う･･･

。 

「わ
～
、
素
敵
な
音
」パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
音
の

楽
し
み
方
は
、
「た
た
く
」「こ
す
る
」「
ふ
る
」の

三
つ
だ
そ
う
で
す
よ
！
子
ど
も
た
ち
は
楽
し

そ
う
に
音
を
奏
で
て
い
ま
し
た
。 

集
会
で
は
、
ノ
ム
ノ
ム
と
め
ぐ
み
お
姉
さ
ん

の
お
話
や
、
素
敵
な
曲
を
演
奏
し
て
頂
き
ま

し
た
。
み
ん
な
が
よ
く
知
って
い
る
「ミ
ッ
キ
ー
マ

ウ
ス
マ
ー
チ
」
や
「
シ
ン
グ
シ
ン
グ
シ
ン
グ
」
、
そ

し
て
最
後
に
は
「宝
島
」な
ど
、
子
ど
も
達
は
、

ノ
リ
ノ
リ
で
手
拍
子
を
し
て
い
ま
し
た
。 

教
え
て
下
さ
った
ノ
ブ
先
生
、
熱
心
な
ご
指

導
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

志
だ
み
幼
稚
園 

金
管
楽
器
の
仲
間
た
ち 

 
 

六
月
五
日
（
水
）
は
本
園
の
“
わ
く
わ
く
タ
イ

ム
”の
日
。
毎
週
水
曜
日
、
学
年
の
枠
を
超
え
て
一

つ
の
テ
ー
マ
を
決
め
て
園
全
体
で
遊
ぶ
取
り
組
み
を

し
て
い
ま
す
。 

今
日
の
テ
ー
マ
は
「金
管
楽
器
の
仲
間
た
ち
」
と

題
し
て
、
本
物
の
金
管
楽
器
の
音
色
に
触
れ
て
み

ま
し
た
。
毎
年
数
回
、
そ
し
て
３
年
間
の
中
で
本

物
の
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機
会
を
作
って
い
ま
す
。

技
や
技
術
の
習
得
で
は
な
く
心
に
響
く
体
験
を

目
的
に
し
て
い
ま
す
。 

 

「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」や
「
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
」
、
「
ホ
ル
ン
」

に
「
ユ
ー
フ
ォ
ニ
ア
ム
」
ぐ
ら
い
は
わ
か
って
も
、
ま
さ

か
こ
れ
ほ
ど
ま
で
賑
や
か
な
仲
間
た
ち
が
集
ま
って

く
れ
る
と
は
！ 

「
ポ
ケ
ッ
ト
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」
「ピ
ッ
コ
ロ
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
」

「
コ
ル
ネ
ッ
ト
」
「
フ
リ
ュ
ー
ゲ
ル
ホ
ル
ン
」
初
め
て
見

て
、
初
め
て
名
前
を
聞
い
た
楽
器
で
し
た
。
も
ち

ろ
ん
音
色
も
微
妙
に
違
って
い
ま
し
た
。
一
つ
ひ
と

つ
の
音
色
を
聴
い
た
り
演
奏
す
る
と
き
の
動
作
な

ど
に
子
ど
も
た
ち
も
興
味
津
々
。 

 

こ
ん
な
う
っ
と
り
と
聴
き
入
っ
て
く
れ
る
子
ど
も

た
ち
、
素
敵
で
す
！ 

Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ 

第７回 夏季保育者研修会
今年度は、8/5 に開催します。 

保育者の皆さんが集まり、文化芸術に親しむ体験プログ

ラムを実践し、幼児教育のレベルアップを目指します。 

平成 31 年 3 月 24 日(日)、愛知県長久手市の「愛・地球博記念

公園」（通称：モリコロパーク）の地球市民交流センター体育館におい

て、「第 7回 幼児文化芸術祭」を行いました。 

当日は、幼稚園 7 ヶ園の年長児 300 人、市民合唱団、各園のマ

マさんコーラス総勢５０0 人がステージに立ちました。 

客席の家族も一緒に歌い、体育館は歌声で満ちました。 

2019年7月吉日 

発行： 

 

 

 

 

 

一般財団法人 

幼児文化芸術協会 

昨年度の 

風 景 

花
咲
く
「令
和
」心
に
花
を 

「令
和
」の
時
代
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

新
元
号
は
万
葉
集
『梅
花
の
歌
三
十
二
首
』が
典

拠
と
さ
れ
、
「
日
本
の
四
季
折
々
の
文
化
を
次
の
世

代
に
引
き
つ
ぎ
、
日
本
人
一
人
一
人
が
大
き
な
花
を

咲
か
せ
る
。
」と
い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

今
か
ら
千
三
百
年
前
、
老
若
男
女
、
身
分
の
違
い

も
な
く
詠
ま
れ
た
三
十
一
文
字
の
こ
と
ば
に
ふ
れ
る

と
、
日
本
人
の
美
し
い
心
と
、
豊
か
な
感
性
が
伝
わ
っ

て
き
ま
す
。 

 

新
し
い
時
代
は
、
『
超
ス
マ
ー
ト
社
会
』
と
い
わ
れ
、

Ｉ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
と
の
融
合
は
物
質
的
に
は
快
適
な
生
活

と
な
り
ま
す
が
、
本
当
の
『
快
』―
心
地
良
さ
、
心
の

豊
か
さ
を
得
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

本
財
団
で
は
、
感
性
豊
か
な
幼
児
期
に
、
一
流
、

本
物
に
ふ
れ
る
文
化
芸
術
体
験
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
し
て

い
ま
す
。
実
体
験
が
与
え
る
情
報
量
は
膨
大
で
、
ネ

ッ
ト
や
ス
マ
ホ
と
比
べ
て
何
十
倍
、
何
百
倍
に
も
匹
敵

し
ま
す
。
と
く
に
「
人
間
」
か
ら
生
ま
れ
る
声
、
動

き
、
音
色
、
創
作
と
い
う
、
多
様
性
を
五
感
で
捉
え

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
鑑
賞
す
る
だ
け
で
な

く
、
実
際
に
歌
う
、
踊
る
、
奏
で
る
、
創
る
と
い
う
表

現
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
感
覚
や
感
性
は

大
き
く
磨
か
れ
ま
す
。 

 

そ
し
て
毎
年
三
月
に
は
、
一
年
の
集
大
成
と
し
て

会
員
園
の
親
子
が
一
堂
に
会
し
、
と
も
に
歌
い
、
体

験
す
る
『幼
児
文
化
芸
術
祭
』が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

 

花
咲
く
「
令
和
」
の
時
代
、
今
年
も
一
流
、
本
物
の

文
化
芸
術
に
ふ
れ
、
子
ど
も
を
中
心
に
し
て
、
多
く

の
人
間
が
ふ
れ
あ
い
、
次
の
世
代
が
心
に
花
を
咲
か

せ
る
活
動
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

本
年
も
会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

幼
児
文
化
芸
術
協
会 

会
長 

 

岡
田
勝
彦 

 

(財） 

・ 
・ 


